
神納地域まちづくり協議会



目　　次

（議　題）

第1号議案

第2号議案

第3号議案

令和元年度事業報告及び収支決算の承認について　・

　　　　（監査報告書含む）

令和2年度事業計画（案）及び収支予算（案）の承認について・

神納地域まちづくり協議会役員の承認について…

・・ 2　～　　7

・・ 8　～　　12

・　13

（資　料）

神納地域まちづくり協議会運営委員、評議委員、代議員名簿∵・

神納地域まちづくり協議会規約・・・・・・・・・・・・・・…

神納地域まちづくり協議会運営委員等選出に関する内規・・・…

参考資料・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…

（集落支援事業、健康福祉増進事業、まちづくり活性化情報収集事業、連携事業）

14

15　～

19

20　～

18

35



第1号議案

令和元年度事業報告及び収支決算の承認について

令和元年度事業報告及び収支決算について、別紙により承認を求めます。

令和2年4月3日提出
　神納地域まちづくり協議会　会　長　板垣　義栄
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令和元年度　事業報告

区　分 事業名、取組囎1 実綱馴 対象順1 取組内容 1備考

（1）集落支援：事業

1　地域
の課題解 山田・岩野沢農事集会所において、
決並びに
地域振興
及び住民
交流

①　山田、岩野
　　沢集落

【収穫感謝祭】

10月20日
集落全世
帯

チューリップの球根の植栽後、ボン菓
子、タピオカミルクティーを作りゲー
ムを行い集落住民の交流と親睦を図り
ました。

（球根代、材料費等）

◎支援額104，000円

集落内の空き缶、ゴミ拾いを行いそ

②　飯岡集落

【環境整備、観
桜会】

4，月21日 集落全世
帯

の後、沢田堤までの沿線を散策し桜を
満喫。会場を公会堂に移しゲーム、カ
ラオケ等を行い集落住民の交流と親睦
を図り観桜会を盛会に行いました。
（音響リース代、景品代等）

◎支援額101，000円

集落内交流の一助となる各戸の「屋
号」看板を完成させ各家庭に配付と集

③　桃川集落 落内の環境整備を行い、その後神納小

【集落内環境整

備及び大交流
10月6日

集落全世
帯

学校の小山校長先生、小池教頭先生と
関川村在住のミュージシャン「小沢い
ずみ」さんをお招きし交流会を開催し

会】 親睦を図りました。

（整備費、材料費等）

◎支援額142，000円

ホタルの住みやすい環境づくり（生
息地域の草刈り、歩道に転落防止用の

④　河内集落

【ホタルの里づ
くり】

6月下旬～
8月上旬

集落全世
帯、神納
小学校4年

生、一般
鑑賞者

チェーン張り）。神納小学校4年生の総
合学習に講師として参加、ホタルの里
と自然保護について授業と併せてカワ
ニナの放流。また、鑑賞に来られた方
に生態などについて説明しました。
（ベンチ、のぼり旗、消耗品等）

◎支援額73，000円

雨天のためセンターを会場に「鯉っ

⑤　南大平集落 ちゃフェスティバル」を開催、子供か

【第7回鯉っち

ゃフェスティバ

6月30日
集落全世
帯

ら高齢者がそろって、ゲーム大会や餅
つきを行い、会話の場を設け集落住民
の交流と親睦を図りました。

ル】 （材料費等）

◎支援額88，000円

今年で8回目を迎え、集落住民が一
つの会場に集まり顔が見える形で世代

⑥　指合集落 を超えた交流と親睦を目的に、甘酒や

【集落統一賓の
神】

1，月13日
集落全世
帯

お汁粉をいただきながらゲームを行
い、一年の「無病息災」「家内安全」
「五穀豊穣」を祈願し、塞の神を行い

ました。

（わら等資材費、レクリエーション代等）

◎支援額102，000円
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集落内を流れる石川にぼんぼりと灯

ユ　地域
の課題解
決並びに

⑦　殿岡集落

【灯籠流し】

8月15日
集落全世
帯

籠を配置し幻想的な雰囲気の中、家々
の思いを：書き込んだ灯籠を流し先祖の

霊に思いをはせました。
（整備費、材料費等）

地域振興 ◎支援額97，000円

及び住民
交流 集落内の公園に桜のライトアップを

実施。（期間：4／15～21）

⑧　小出集落 また、4月21日には子どもから年配者

【環境整備と交
4月21目

集落全世
帯

まで参加し農村公園の環境整備後、桜
を眺めながらマジックショーなどを行

流会】 い集落内の交流と親睦を図りました。
（整備費、材料費等）

◎支援額91，000円

有明集落開発センター前広場を会場
に、区民のほか帰省客にも呼びかけ約

⑨　有明集落

【納涼盆踊り大
会】

8月17目
集落全世
帯

220人の参加で実施。今回は新天皇即
位・改元を祝し、お祝いの手拭いを作
成し全戸に配付。また、提灯の増設、

出店や抽選会を行い集落住民の親睦と
更なる団結を図りました。
（提灯・電球、材料費等）

◎支援額131，000円

（2）地域交流事業

神納小学校最後の大運動会となる事

地域イベントの 10月13日 地域全世 もあり実施予定で進めていましたが、
開イ崔 （運動会） 帯 台風19号の影響が予想されることから

中止しました。

（1）健康福祉増進事業

2健康福
祉等の増
進、まち
づくり活

健康講話事業
11月13日
（講演会）

48名

　健康づくりを目的として、有明集落

の鈴木医院　野沢先生においで頂き
「便秘について」を学びました。

性化のた
めの知識
及び情報
の収集

神林地区生活支
援協議隊と連携
（「かみはやし

互近所ささえ～
る隊」）

2月1日

（ささえあい

カタログの

　発行）

5地域合同

　地域で安心して暮らせる支えあいの
まちづくり　（生活支援が包括的に確保

される体制）を目的に生活支援協議隊

と連携し「ささえあいカタログ」
vol．1を作成しました。

（2）まちづくり活性化情報収集事業

住民の防災意識の向上と、地域の安
防災等の研修会
の実施

7月13日 23名
全安心な社会を目指す取り組みとし
て、長岡市と小千谷市へ視察研修に行
ってきました。

（1）連携事業

3他まち
づくり協
議会との
連携、他

神林地区敬老会
への参画

6月15日
対象者392名

出席者142名

　神林地区敬老会に出席された敬老者
に、お祝いのお菓子の提供とお世話を
して喜ばれました。

団体の事 地域間の連携を図っていくことを目

業に参加 まちづくり活動
推進研修

2月2目
5地域合同

　（35名）

的に、「小中学校統合におけるまちづ
くり協議会の連携」「関係人口創出・

拡大事業」について研修会を実施しま
した。

小中学校との連
携事業

ア．神納小学

校

　11月10日

イ．神林中学

校

　9月7日

神納地域

ア．PTA、神納小学校閉校記念事業実行

委員会と連携し、閉校記念もちつき大
会で協力しました。

イ，神林中学校開校記念体育祭時に、
バルーンリリース等の協力をしました。
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【会議等の開催】

■通常総会

　平成31年4月11日 令和元年度　通常総会

　（評議委員・代議委員総数26名中、出席者23名、委任2名）

・平成30年度事業報告及び収支決算の承認について

・平成31年度（令和元年度）事業計画（案）及び収支予算（案）の承認について

■運営委員会

　平成31年4月23日　第1回運営委員会　出席者19名

　　　　　　　　　　　（1）今年度の事業について

令和元年7月4日 第2回運営委員会　出席者13名

（1）防災視察研修について

（2）令和元年度地域交流事業「運動会」について

9月　12日 第3回運営委員会　出席者14名

（1）神納地域大運動会について

10月3日　第4回運営委員会　出席者16名

　　　　　（1）神納小学校閉校記念もちつき大会にっいて

　　　　　（2）健康講話講演会にっいて

令和2年3月19日 第5回運営委員会（書面議決）

（1）令和2年度の通常総会について

　（議案書の内容にっいて）

　　令和元年度事業報告及び収支決算見込みついて

　　令和2年度年度収支予算（案）について

　　令和2年度事業計画（案）について

　　役員の承認について

■評議委員会

　令和元年12月7日 第1回評議委員会　出席者：評議委員10名、運営委員8名

（1）神納地域まちづくり事業の報告について

（2）まちづくり事業の意見交換

■検討会

　令和元年6月27日

　令和2年2月20日

「運動会」開催のための打合せ　　出席者：正副会長・外5名

令和2年度の事業について　　　　出席者：正副会長・外4名

■正副会長打合せ

　令和元年5月29日

　　　　　10月2日

　　　　　10月9日

　　　　　11月　27日

　　　　　2月8日

　　　　　3月18日

第2回運営委員会の打合せ

第4回運営委員会の打合せ

台風19号に伴う運動会の実施の可否について

評議委員会の開催について

令和2年度の事業計画等について

第5回運営委員会及び、令和2年度通常総会の開催について
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■神林地区まちづくり協議会連絡会議

令和元年6月11日 第1回神林地区まちづくり協議会連絡会議

（1）「関係人口創出・拡大事業」モデル事業について

（2）神林中学校開校記念事業の協力について

令和元年8月8日 第2回神林地区まちづくり協議会連絡会議

（1）「関係人口創出・拡大事業」モデル事業について

（2）学校統合後の連携及び協議会の体制について

（3）神林中学校記念事業の協力について

（4）平林・神納小学校開校記念事業の協力について

令和2年1月24日 第3回神林地区まちづくり協議会連絡会議

（1）学校統合後の連携及び協議会の体制について

（2）「関係人口創出・拡大事業」について

（3）第4期まちづくり計画策定における各まちづくり協議会の共通事項について

（4）2月2日開催予定の「神林地区まちづくり協議会合同研修会」の内容について

令和2年2月2日 「神林地区まちづくり協議会合同研修会」の開催全体で35名

（1）学校統合におけるまちづくり協議会と連携について

（2）　「関係人口創出・拡大事業」について

■その他会議等

　平成31年4月25日

　令和元年5月12目

　　　　　6．月15日

　　　　　7．月1日

　　　　　7月10日

　　　　　7．月27日

　　　　8，月3目

　　　　8月24日

　　　　9月28日

　　　　10月29日

　　　　10，月30日

令和2年1月14日

令和元年度第1回神林地区敬老会実行委員会　　　　会長

神林地区敬老会に伴う神納地域説明会の開催　　　　区長・運営委員

令和元年度第2回神林地区敬老会実行委員会　　　　会長

チーム村上震災復興キャンペーン「がんばろう村上宣言」緊急行動に参加会長

第2回神林地区互近所ささえ～る隊会議

持続可能な明日への防災事業

　～生き延びる力自助共助の必要性～

第1回まちづくり円卓会議

関係人ロスタートアップ研修

第1回関係人口創出事業に伴うワークショップ

会長

人口減少に伴うこれからの村上市を考えるワークショップ

神納小学校開校記念もちつき大会の打合せ

小学校統合後の連携事業の打合せ

長

　

長

　
長

会
　

会
長
会

副
　
　
副
会
副

．

　
　
・
　
・
長

長

長
長
長
　
長
会

会
会
会
会
　
会
副

【まちづくり新聞の発行】

令和元年6月1日

令和2年1月15日

　　　　3．月15日

　　　　3月15日

神納地域版第22号発行

神納地域版第23号発行

神納地域版第24号発行

神林地区版第11号発行
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令和元年度神納地域まちづくり協議会収支決算書

収　　入 （単位・円）

科　目 予算額 補正額
補正後

予算額①
決算額② 比較②一① 説　　明

1地域まちづくり交付金 1β66COO 0 1β66，000 1，866POO 0

2繰越金 193，741 0 193，741 193，741 0 前年度繰越金

3諸収入 259 0 259 6 △253 利子

合　　　計 2，060β00 0 2，060，000 2，059，747 △253

支　出 （単位：円）

科　目 予算 流用額
流用後

予算額①
決算額② 比較②一① 説　　明

1組織運営経費 546，000 ］］，000 557COO 537，053 △19，947

1役員・委員報償 347，000 0 347，000 347POO 0 会長　　　32，000円

副会長　　22，000円

監事　　　　2，000円×2名

委員　　　　17，000円×17名

2費用弁償 35，0◎0 11，000 46，000 46，000 0 会議出席等

3会議費 37ρ00 0 37，000 32，300 △4，700 会場借上料

お茶代等

4事務費 48，000 0 48，000 47，877 △123 事務用品、郵便料

振込手数料等

5印刷製本費 79，◎00 0 79，000 63，876 △15，124 まちづくり新聞印刷費

2集落支援事業費 929β00 0 929，000 929，◎◎◎ 0 山田岩野沢　　104，000円

飯　　岡　　　　101，000円

桃　　川　　　　142，000円

河　　内　　　　73，000円

南大平　　　　　88，000円

指　　合　　　　102，000円

殿　　岡　　　　97，000円

小　　出　　　　91，000円

有　　明　　　　131，000円

3地域交流事業費 250CO◎ 一 11COO 239β00 189，79｜ △49209 イベント等の開催費（運動会）

4健康福祉増進事業費 40COO 0 40COO 38β54 △1，146 健康講話、ささえあい事業

5まちづくり活性化事業費 130，000 0 130，000 m2，474 △27，526 防災意識を高めるための取組事業

6他団体連携事業費 155β00 0 155，000 129，182 △25，8｛8 小・中学校との連携事業

7予備費 ］0，000 10，000 0 △10POO

合　　　計 2，060COO 0 2P60，000 1β26，354 △133，646

収入額合計

　2，e59，747

支出額合計　　　　　　次年度繰越額
　1，926，354　　　　　　：　　　　　　　133，393
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監査報告書

　神納地域まちづくり協議会の令和元年度事業報告書及び収支決算書につい

て、通帳、出納簿並びに関係書類を監査した結果、適正に処理、記載されて

いると認める。

令和2年　今月　Σ日
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第2号議案

令和2年度事業計画（案）及び収支予算（案）の承認について

　令和2年度事業計画（案）及び収支予算（案）について、別紙案により承認

を求めます。

令和2年4H3日提出
　神納地域まちづくり協議会　会　長　板垣　義栄
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令和2年度　事業計画

区　分 事業名、取輝∋ 実施醐｜ 対象・人員 1　　取組内容 1備考

（1）集落支援事業

1　地域
の課題解
決並びに
地域振興
及び住民
交流

①　山田、岩野
　　沢集落

【収穫感謝祭】

10月18日
集落全世
帯

　山田・岩野沢農事集会所において、

篠笛奏者によるミニコンサートと、参
加者全員でゲームを行い集落住民の交
流と親睦を図る。

　　　　（球根代、材料費等）

◎支援額103，000円

集落内の空き缶、ゴミ拾いを行いそ
の後、沢田堤までの沿線を散策し桜満

②　飯岡集落

【環境整備、観
4，月中旬 集落全世

帯

喫。会場を公会堂に移しゲーム、カラ
オケ等を行い集落住民の交流と親睦を
深める。

桜会】
（音響リース代、景品代等）

◎支援額101，000円

③　桃川集落 ア．集落内の環境整備後、交流会を開
催し親睦を図る。

【ア．集落内環

境整備及び交
流会、イ．音

ア、イ

10月頃
集落全世
帯

イ．音響設備の一部購入

　（環境整備費等、音響設備購入）

響設備の一部 ◎支援額141，000円
購入】

④　河内集落

ア．

6月下旬　　～

ア．ホタル里づくりとして10年目にな
り、昨年と違ったイベントを模索中。

イ．クリスマスツリー飾りは12年目に

【ア．ホタルの
7月下旬

集落全世
なり冬の風物詩として定着。LEDライ
トの玉切れが多く更新。

里づくり、イ．
クリスマスツリ

ー飾り】

イ，

　12月

　～

帯

（ホタル観賞用ベンチ、ツリー飾り
LED等）

1月
◎支援額73，000円

集落全体に参加を呼び掛けゲーム等
⑤　南大平集落 を行い、会話の場を設け集落住民の交

【第8回鯉っち

ゃフェスティバ

6月下旬 集落全世
帯

流と親睦を図る。

　　　　　　（材料費等）
ル】 ◎支援額88，000円

一つの会場に融合した賓の神を作り
「無病息災」「家内安全jr五穀豊穣」

を祈願し、会話とリクレーション的雪
⑥　指合集落 上遊戯や屋内で茶話会を取り入れ世代

【賓の神】
1月11日 集落全世

帯
間交流を行いながら親近感を深めても
らう。

（わら等資材費、レクリエーション代等）

〕
◎支援額101，000円
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集落内を流れる石川に、一軒一軒想

いを書いた灯籠を流し先祖の魂を慰
め、両岸にぼんぼりと灯籠を配置し幻

⑦　殿岡集落

【灯籠流し祭
り】

8月15目
集落全世
帯

想的な雰囲気をかもし出し集落住民、
帰省里帰りしてきた人が、来年のこの
日を来るのを楽しみにする様な灯籠流
しを行う。

（整備費、材料費等）

◎支援額95，000円

以前は、青年会が主体となり実施さ

1　地域 れていたが、会員の負担も多く中断さ
の課題解 れている豊年盆踊りを、区が主体とな
決並びに
地域振興
及び住民
交流

⑧　小出集落

【豊年盆踊り】

8．月15日 集落全世
帯

り開催し帰省客も含め子供には新しい
風を、お年寄りには昔を思い出してい
ただき昔の小出を語らう夕べとする。

（音響修理費、提灯購i入費等）

◎支援額90，000円

ア，各種団体との共催で納涼盆踊り大
会を有明集落開発センター前広場で開
催し区民のほか、帰省客や他集落の若

⑨　有明集落 者も含め、子供からお年寄りまでの交
ア，8月16 流と親睦を図る。

【ア．納涼盆踊 日 集落全世 イ．昭和57年の設置から36年を経過し
り大会、イ．集 帯 天板の剥がれや足のロック機能の損傷
落センター会議 イ，4月頃 のため更新。

テーブル購入】

（会場設営費等、テーブル購入費）

◎支援額131，000円

（2）地域交流事業

防災意識の高揚を目的に、防災用品の
地域イベントの 9月～10，月 地域全世 体験・試食会と防災講習会を実施しま
開催 （時期未定） 帯 す。

（1）健康福祉増進事業

2健康福
祉等の増
進、まち 健康講話事業

　11月

（日時未定）

地域全世
帯

健康づくりを目的として、大人を対象
とした講演会を実施します。

づくり活
性化のた 消防団を対象に「組織別ワークショ

めの知識 神林地区生活支 ップ」を行います。①「地域包括ケア

及び情報
の収集

援協議隊と連携
（「かみはやし

互近所ささえ～

　11月

（目時未定）
5地城合同

システムの実現に向けて動き出す機会
の創出」②組織として「集落等ででき

ること」を考える機会の創出を目的に
る隊」） 実施いたします。

（2）まちづくり活性化情報収集事業

集落内の活性化の方策や課題解全般
など、今後のまちづくりについて先進

他地域のまちづ
くりの取組（先
進地視察研修）

　7月
（日時未定）

神納地域
対象者

的な取り組みを行っている組織・団体
等の視察研修を実施。
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3他まち
（1）連携事業

づくり協
魂会との

①神林地区敬老
会への参画

6月20日
神納地域対

象者

　神林地区全体での敬老会へ参画し、

敬老者への支援を行う。

連携、他
団体の事
業に参加 ②まちづくり活

動推進研修
未定

5地域合同

（運営委員）

　地域間の連携を図っていくことを日

的に、5地域合同による研修及び情報
交換を行う。

新神納 新神納 新神納小学校と連携し、運動会及び
小学校 小学校区 文化祭時の事業協力と、卒業式時に花

・ 運動会 （神納、神 の鉢植えを贈呈（鉢植えは入学式時に
（5／30） 納東、西神 も使用。）

③小中学校との
連携事業

・ 文化祭

（10／25）

・ 卒業式

納）の各ま
ち協

（3／24）

神林中学 神林中学校 コミュニティスクール（学校運営協
校 区（5つの各 議会）と連携し協力。

（未定） まち協）

④関係人口の取 4月中旬 5地域まち 昨年度（令和元年度）に行った関係
組 ～ 協合同、神 人口創出・拡大事業のワークショップ

11月上旬 林地域活性 で出された結果を実施するため、実行
化協議会ほ 委員会を立ち上げ、道の駅を拠点とし
か た具体的な計画を作り実施する。
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令和2年度　収支予算

収　入 （単位：円）

科　目 本年度 前年度 比較 説　　明

1地域まちづくり交付金 1，853，000 1，866，000 △13，000 人口減少による（1，758→1，706人）

2繰越金 133，393 193，741 △60，348 前年度繰越金

3諸収入 607 259 348 利子等

合　　　計 1，987，000 2，060，000 △73，000

支　出 （単位：円）

科　目 本年度 前年度 比較 説　　明

1組織運営経費 552，205 546，000 6，205

1役員・委員報償 347，000 347，000 0 会長　　32，000円

副会長　22，000円

監事　　2，000円×2名

委員　　17，000円×17名

2費用弁償 69，000 35，000 34，000 会議出席等

3会議費 31，100 37，000 △5，900 会場借上料、お茶代等

4事務費 37，105 48，000 △10，895 事務用品、振込手数料、郵便料等

5印刷製本費 68，000 79，000 △11，000 まちづくり新聞印刷費

2集落支援事業費 923，000 929，000 △6，000 事業計画書参照

3地域交流事業費 158，000 250，000 △92，000 イベント等の開催費

4健康福祉増進事業費 39，100 40，000 △900 健康講話、支えあい事業

5まちづくり活性化事業費 102，000 130，000 △28，000 他地域のまちづくり（先進地視察）

6他団体等連携事業費 200，000 155，000 45，000 敬老会、小ヰ学校との連携事業等

7予備費 10，000 10，000 0

合　　計 1，984，305 2，060，000 △75，695

※予算の支出に不足が生じた場合は、他科目より流用できるものとする。
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第3号議案

神納地域まちづくり協議会役員の承認について

神納地域まちづくり協議会役員の選出について、次のとおり承認を求めます。

（敬称略）

役　　職 氏　　　名

会　長 小　田　　　徹

副会長 佐　藤　雅　晴

監　事 高　橋　芳　文

監　事 蟹　井　勤　次

令和2年4月3日提出
神納地域まちづくり協議会　会　長　板垣　義栄
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神納地域まちづくり協議会 運営委員、評議委員、代議員名簿

　　　　　　　　　令和2年度～

■運営委員

（敬称略）

集　　落 氏　　　名 集　　落 氏　　　名

岩野沢 高橋　友和 ■　　南大平 中山　裕文

山　田 近　　英俊 ■　　指　合 渡邊　政樹

山　田 松村　　将 1　　指　合 佐藤　正敏

飯　岡 小田　　徹 1　殿岡 佐藤　克巳

飯　岡 池田　芳章 殿　岡 中山　智幸

桃　川 佐藤　　俊 1　小出 本間　継一

桃　川 内山　和登
　
　
小
　
出
■ 佐藤　正弥

河　内 中山　浩太

　
　
有
　
明
■ 鈴木　　忍

河　内 渡邉　博之 有　明 佐藤　雅晴

南大平 大矢　弘也

■評議委員

（敬称略）

集　　落 氏　　　名 集　　落 氏　　　名

岩野沢 高橋　芳文 ■　　南大平 大矢　良栄

山　田 蟹井　勤次 ’　　指　合 薄田　　清

飯　岡 小田　礼司 ■　　殿　岡 石田　正樹

桃　川 尾方　己酉 ■　　小　出 本間　整一

河　内 齋藤裕助 有　明 山田　雅夫

■代議員

（敬称略）

集　　落 氏　　　名 集　　落 氏　　　名

山田・岩野沢 近　　明臣 1　献平 鈴木　重美

山田・岩野沢 松村　克彦 指　合 忠　　芳夫

飯　岡 小田　宏明 指　合 忠　　昭平

飯　岡 小田　修司 殿　岡 板垣　浩一

桃　川 近　　雅博 小　出 本間　高志

桃　川 白木　和美

　
　
小
　
出
‘ 伊藤　信一

河　内 齋藤　与志美

　
　
有
　
明
■ 須貝　美佐子

河　内 齋藤　綾 有　明 山田　宏典

14



神納地域まちづくり協議会規約

平成24年3月15日制定

平成25年4．月18日改正

　　（目的）

第1条　本会は、地域に暮らす住民がお互い知恵を出し合い、協力し合って、地域の

　将来像を考え、その実現に向けて行動することによって、活気と魅力あふれる元気

　な地域を形成していくことを目的とする。

　（名称）

第2条　本会は、神納地域まちづくり協議会と称する。

　（事務所）

第3条　本会の主たる事務所は、神林支所地域振興課自治振興室（村上市岩船駅前56

　番地）に置く。

　（事業）

第4条　本会は、第1条の目的を達成するため、次の各号に掲げる事業を行う。

　（1）地域の課題解決、地域振興及び住民交流に関すること。

　（2）健康及び福祉の増進に関すること。

　（3）安全及び安心に関すること。

　（4＞環境の保全及び改善に関すること。

　（5）地域資源の有効活用に関すること。

　（6）地域の産業振興に関すること。

　（7）コミュニティビジネス等地域経営に関すること。

　（8）その他、まちづくりに関し、特に必要なこと。

　（構成）

第5条　本会は、神納地域に居住する人及び神納地域で事業を実施する個人若しくは

　法人又は神納地域で活動する各種団体をもって構成する。

　（役員）

第6条　本会に次の役員を置く。

　（1＞会長　　　　　1名

　〔2）副会長　　　　1名

　（3）監事　　　　　2名

2　会長、副会長は、運営委員の互選により選出し、総会の承認を得る。

3　監事は、運営委員会において構成員の中から選出し、総会の承認を得る。

　（役員の職務）

第7条会長は、本会を代表し、会務を総括する。

2　副会長は、会長を補佐し、会長に事故その他やむをえない事情により職務を遂行

　できないときは、その職務を代行する。

3　監事は、本会の事業及び会計の執行状況を監査し、総会に報告する。
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　（役員の任期）

第8条　役員の任期は、2年とする。ただし、再任は妨げない。

2　補欠により選出された役員の任期は、前任者の残任期間とする。

3　役員は、任期終了後においても後任者が就任するまでの間は、その職務を行うも

　のとする。

　（会議）

第9条　本会の会議は、総会、運営委員会及び評議委員会とする。

　（総会）

第10条　総会は、評議委員、代議員をもって構成する最高の議決機関であり、本規約

　に定める事項のほか、本会の目的を達成するために必要な事項を審議決定する。

2　総会は、通常総会及び臨時総会とし、会長が招集する。

3　通常総会は、毎年度1回開催し、臨時総会は、会長が必要と認めたとき、又は、

　評議委員、代議員の過半数から請求があった場合に開催するものとする。

4　総会の議長は、総会において出席評議委員、代議員の中から選出する。

5　総会は、委任状を含めた評議委員、代議員の過半数の出席により成立するものと

　する。

6　総会の議事は、出席評議委員、代議員の過半数で議決し、可否同数のときは、議

　長の決するところによる。

7　総会は、次の各号に掲げる事項を審議する。

ー
ウ
臼
n
J
4
5

地域まちづくり計画の策定及び変更に関すること。

規約の制定及び改正に関すること。

会長、副会長、監事の承認に関すること。

事業計画、事業報告、予算及び決算に関すること。

その他、重要事項に関すること。

　　（総会の議事録）

第11条　総会の議事については、次の事項を記載した議事録を作成しなければならな

　い。

　（1）　日時及び場所

　（2）出席者数（表決委任者を含む）

　（3）開催目的、審議事項及び議決事項

　く4）議事の経過の概要及びその結果

　〔5）議事録署名人の選任に関する事項

2　議事録は、議長及びその会議において選任された議事録署名人2人以上が署名押

　印し、事務局に備えておかなければならない。

　（運営委員会）

第12条　運営委員会は、次項によって選出された運営委員をもって構成し、会長が必

　要に応じ招集し、議長となる。

2　運営委員の選出については別に定める。

3　運営委員会は、運営委員の2分の1以上の出席により成立するものとする。
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4　運営委員会は、次の事項を審議する。

総会に付議する事項

本会の事業の実施運営に関する事項

地域まちづくり計画案の策定及び調整

緊急を要する重要事項

その他必要な事項

5　運営委員会は、第4項第4号を決議することができる。ただし、決議事項は、次

　の総会において報告し、その承認を受けなければならない。

6　運営委員会の中に、必要に応じて専門部会を設置することができる。専門部会の

　会務は、運営委員会で別に定める。

7　会長は、必要あると認めたときは、評議委員の出席を求め、指導、助言等を受け

　る事ができる。

8　運営委員の任期は2年とする。ただし、再任は妨げない。

9　補欠により選出された運営委員の任期は、前任者の残任期間とする。

　（評議委員会）

第13条　評議委員会は、本会を構成する集落区長をもって構成する。区長が運営委員

　となっている集落は、代理者とする。

2　評議委員は総会において、運営委員会が提案する議案を審議し、議決する。

3　評議委員会は、本会の運営に係る指導、助言等を行うものとする。

　（代議員）

第14条　代議員は総会において、運営委員会が提案する議案を審議し、議決する。

2　代議員の選出については別に定める。

3　代議員の任期は2年とする。ただし、再任は妨げない。

4　補欠により選出された代議員の任期は、前任者の残任期間とする。

　　（事務局）

第15条　本会の円滑な運営及び事業実施に資するため、事務局を置く。

2　事務局には、事務局員を置く。

3　事務局員は、本会の事務及び会計事務を処理する。

　（会計）

第16条　本会の運営等に係る経費は、地域まちづくり交付金、その他収入をもって充

　てる。

2　本会の会計年度は、毎年4月1日に始まり、翌年3月31日に終わる。

3　年度開始後に予算が総会において議決されていない場合においては、会長は、総

　会において予算が議決される日までの間は、前年度の予算を基準にして収支をする

　ことができる。

　（事業計画及び収支予算）

第17条　本会の事業計画及び収支予算は、総会の議決を得なければならない。
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　（監査）

第18条　会長は、事業年度終了後、事業報告書、収支決算書及び基金台帳を作成して

　監事に提出し、その監査を受けなければならない。

2　監事は、前項の書類を受領したときは、これを監査し、監査報告書を作成して会

　長に報告するとともに、会長はその監査報告書を総会に提出しなければならない。

　（規約の変更）

第19条　この規約は、総会において総会出席者の3分の2以上の議決を得なければ変

　更することはできない。

　（書類及び帳簿の備付け）

第20条　本会の事務所には、本会の事業実施に係る書類、収入及び支出に関する証拠

　書類並びに帳簿等活動に関する全ての書類を備え付け、公開するものとする。

　（個人情報保護の取扱い）

第21条　本会が各種取り組みを推進するため必要とする個人情報の取得、利用、提供

　及び管理については、適正に運用するものとする。

　（その他）

第22条　この規約に定めるもののほか、本会の運営に関し必要な事項は、会長が運営

　委員会に諮り、別に定める。

　　附　則

この規約は、平成24年3月15日から施行する。

改正後の規約は、平成25年4月18日から施行する。

18



神納地域まちづくり協議会運営委員等選出に関する内規

　　　　　　平成24年3月15日

改正　平成30年4月12目　一部改正

　（目的）

第1条　この内規は、神納地域まちづくり協議会規約第12条第2項及び第14条第2

　項の規定に基づき、必要な事項を定めるものとする。

　（運営委員の選出）

第2条　運営委員は、各集落区長が推薦する者、または協議会の目的を達成するため

　に会長が必要と認めた者とする。

2　集落区長が推薦する運営委員は、別表1のとおりとする。

　（代議員の選出）

第3条　代議員は、各集落区長が推薦する者とする。

2　代議員数は、各集落から2名以内とする。ただし、総会で認めた場合はこの限りで

　はない。

3　運営委員、評議委員は、代議員になることができない。

　　附　則

この内規は、平成24年3月15日から施行する。

この内規は、平成30年3E　12日から施行する。

別表1　各集落区長推薦運営委員数（第12条関係）

集落名 人数

岩野沢 1

山　田 2

飯　岡 2

桃　川 2

河　内 2

南大平 2

指　合 2

殿　岡 2

小　出 2

有　明 2

19
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令和元年度まちづくり集落支援事業

集落名

事業名

開催日
参加人数

山田・岩野沢

収穫感謝祭

令和1年10．月20日

80・名

事業内容 　山田・岩野沢農事集会所において、チューリッ
プの球根の植栽後、ボン菓子、タピオカミルク
ティーを作りゲームを行い集落住民の交流と親睦
を図りました。

懸8

び　忘

繰

澄

麟
1：

　　　　漏謹

。黙驚墨＼

醗
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令和元年度まちづくり集落支援事業

集落名

事業名

開催日
参加人数

飯岡

環境整備、観桜会

平成31年4月21日

75名

事業内容 　集落内の空き缶、ゴミ拾いを行いその後、沢田
堤までの沿線を散策し桜を満喫。会場を公会堂に
移しゲーム、カラオケ等を行い集落住民の交流と
親睦を図り観桜会を盛会に行いました。

　
　
弍
蜘
繋
濠
鱒
黒

§
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、

裟
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令和元年度まちづくり集落支援事業

集落名

事業名

開催日
参加人数

桃川

桃川環境整備及び大交流会

令和1年10．月6日

165名

事業内容 　集落内交流の一助となる各戸の「屋号」看板を
完成させ各家庭に配付と集落内の環境整備を行
い、その後神納小学校の小山校長先生、小池教頭
先生と関川村在住のミュージシャン「小沢いず
み」さんをお招きし交流会を開催し親睦を図りま
した。

権

轟

蜘
｛冷

　
＜
㌻
．

惑
》
、
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令和元年度まちづくり集落支援事業

集落名

事業名

開催日

参加人数

河内

ホタルの里づくり

令和元年6A下旬～8月上旬

延べ約300名

事業内容 　ホタルの住みやすい環境づくり（生息地域の草
刈り、歩道に転落防止用のチ・〔一ン張り）。神納
小学校4年生の総合学習に講師として参加、ホタル
の里と自然保護について授業と併せてカワニナの
放流。また、鑑賞に来られた方に生態などについ
て説明しました。

、

遍戦曝

h“b

24



令和元年度まちづくり集落支援事業

集落名

事業名

開催R
参加人数

南大平

第7回鯉っちゃフェスティバル

令和1年6月30日

59名

事業内容 　雨天のためセンターを会場に「鯉っちゃフェス
ティバル」を開催、子供から高齢者がそろって、
ゲーム大会や餅つきを行い、会話の場を設け集落
住民の交流と親睦を図りました。
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令和元年度まちづくり集落支援事業

集落名

事業名

開催日
参加人数

指合

統一（合）費ノ神

令和2年1月13日

45名

事業内容 　今年で8回目を迎え、集落住民が一つの会場に集
まり顔が見える形で世代を超えた交流と親睦を目
的に、甘酒やお汁粉をいただきながらゲームを行
い、一年の「無病息災」　啄内安全」　「五穀豊
穣」を祈願し、費の神を行いました。

　
　

＝
馨
・
㌢
呈

　
　
…
鍵
バ

　
　
…

諜
ギ
漉
蕪
∴

議
攣
噂
．
、
バ

ヘ

ネ
ざ
ゑ
び
べ
な
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
い

づ
ヘ
ヘ
へ
ご
さ
ぺ
ご
ざ
ペ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

㌶蕊
∵
、
㌧
籍
ゼ

・
ざ
、
さ
、
ご
．
㌘
パ
伊
蝋
．
バ
麟
．

　
、
　
　
　
　
・
　
　
ぷ
、

　
　
　
　
　
　
　
㍉

い：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
メ

　
　
　
　
　
　
　
夜
　
］

難
∵
誉

　　
ド

　
鷲魔
鯵

　　　　　　　　　　／　　　　v　　　　　｛tt

26



令和元年度まちづくり集落支援事業

集落名

事業名

開催日
参加人数

殿岡

殿岡灯籠流し

令和1年8月15日

100名

事業内容 　集落内を流れる石川にぼんぼりと灯籠を配置し
幻想的な雰囲気の中、家々の思いを書き込んだ灯
籠を流し先祖の霊に思いをはせました。
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令和元年度まちづくり集落支援事業

集落名

事業名

開催R
参加人数

小出

環境整備及び観桜会

平成31年4月15目～4月21日

108名　　（76名　：4月21日）

事業内容 　集落内の公園に桜のライトアップを実施。　（期
間．4／15～21）

　また、4月21日には子どもから年配者まで参加し
て農村公園の環境整備後、桜を眺めながらマジッ
クショーなどを楽しみ集落内の交流と親睦を図り
ました。
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令和元年度まちづくり集落支援事業

集落名

事業名

開催日
参加人数

有明

納涼盆踊り大会

令和1年8月17日

220名

事業内容 　有明集落開発センター一一前広場を会場に、区民の

ほか帰省客にも呼びかけ約220人の参加で実施。今
回は新天皇即位・改元を祝し、お祝いの手拭いを
作成し全戸に配付。また、提灯の増設、出店や抽
選会を行い集落住民の親睦と更なる団結が図れま
した。
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令和元年度健康福祉増進事業

地域名

事業名

開催N
参加人数

ネ申糸内地1或

健康講話

令和1年11月13日

48名

事業内容 　健康づくりを目的として、有明集落の鈴木医院
野沢先生においで頂き「便秘について」を学びま
した。

3◎



令和元年度健康福祉増進事業

地域 名

事業名

開催日
参加人数

神林地区

「ささえあいカタログ」vo1．　iの作成

令和2年2．月1目発行

事業内容 　　地域で安心して暮らせる支えあいのまちづくり
（生活支援が包括的に確保される体制）を目的に

生活支援協議隊と連携し「ささえあいカタmグj
vo1．1を作成しました。

12v　　，1 名　趣

荒川・神林地区向けの村上市の公共交通事棄

です。買物に行きたいけれど運転できない方

などご利用ください

行さ14便　帰リ】4便　予約制です

神林地区～荒fElth区

月曜日から金斑目（祝日、年末年始を除く）

※佃人でのタクシー利用よりお鰐です

例えば神林地区各輿落から原借（荒川）まで

片道300円～900円です

（乗取場所によって料金が変わります）

利用の方は予釣センターに電括してください

予約受付センター　電賭　53－2525

村上市神林支所地域振輿繰地域福祉室

電話　 66－6113

霞ヒ的

」内ヒ．曹

、蜘催8鱒

13・　　　．　　　　　　　　　　　一．

市では、住み慣れた地蹟やご自宅で、気軽に

介護予防に取り組んでいただくため、昏知端

末で配償しています

告知端未の函面には、3っの体燥メニューが

薮示されます。

1．ストレッチ編　　2．筋肉3董｛ヒ鞭　　3．口殿替摸病

お好きな体掠を、いつでも行えます

婿・　所

聞合せ先 村上市神林支所地域据興餌地域福祉室

電話　66－6！13

P仰瑠圏の斑脳庖．　　　　　、名　称、口堪臨翻｛段一際
　内　　容

　　　　　　1

鳩　　所

室の外（草刈リ、爾栖清1禺、除雪など｝

家の中く掃除片付け、網戸張替えなど）

その他（蜂の巣躯除、各田作藁代行など）

村上市内

年中無休、24時問対応

基本科金：1時間3，000円～（消費税別）

※基本料金の他に諸桂費が必要になります

×材科費等が必要な場合があります

※定期コース1毎遇1回1時簡で月胡15，000円

　　　　　　（消貝税別）

使利屋のかいしん　代塞　佐藤　直之

電話　62　7846　　FAX　62－7B47

　　　090－5498－0354

開催日時

糾　’．金

、1

神林支部の老人クラブでは、高齢者の見守リ

安否確惚、簡易な支擾、傾聴活助などを行っ

ている集落もあります。神林支部老人クラブ

遠合会にお気軽にお閻合せください

随時

無料　　　　＼、ぺ

　
　
　
　
　
　
響
欝
村
上
市
社
会
福
祉
協
顧
会
　
神
林
支
所
電
話
　
6
0
－
1
8
8
8

問合廿先　　　111ヒ　　　　ヒ

名称【i6E劉一M泥a＝．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・．・．．
目　的

　　1

戟葉を遁じて高齢者の能力の活用　　・禦梯内響　　屋内外の清掃、草取り、草刈り

内容

を図り、負らの生きがいを高め、

地域社会づくりに貢厭する

0昼D虜以上の健康で働く意欲のあ

　る人が登録で惑ます

②ふさわしい仕事を希望や能力に

　そって提供します。

③仕事の内審と実摸に応じて報朗

　を支払います

平日　8：30～17：15

村上市内及び閏川村

1　　　：

申込み

庭木の拘定、冬囲い、田内外軽作菓

寡事手伝い、農作業の手伝い

除旨（簡賜な雷かき）、施股日直

公間等の清掃管理、大工・塗装（簡易｝

障子・襖張曾、買状等の采聯　他

入会脱明余に参加、必要書類の提出

年会貴　1，500円を払って登捺

仕事を桓みたい方もお問合せください

（公社）村上地域シルパー人材センター

神林事務所　電話　62－1460

依餌
業務時閲 問舎せ弗

績務場所

かみはやし互近所ささえ～る隊

ゾ

才、

ao

緯

主
ゆ

互哲藩ぞワー

　
ド
≒
｜
＜

●
－
％

　　　　　　　　　　　、・「、　　・　　　　　　．　　　　　．　’

o・　　t『　　’　t・　、”　tt　　　’　・，「

6t
応㌘、

、、＼　」　・tt

吻汐回グ慮1．∫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tt　「、

＼ゴtt 　旨ヒ、㌧　一　．’／　tt　＾

∴ぶ』∴…　＼”ヒー㌧ゼ、一／’　’／’　．／内
◎’湖力知グは遣凱φ警遥畦甲式る・『ち⇔と：

く．助ぽむを解決するものです。お気軽にご活月1くだ寺い。

【お問合せ】　村上市神林支所　地域振興諜　地域福祉室　66－6い3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　お問合せ時問帯　　平日　9：00～16：00

醗　　行】　かみはやし互近所ささえ～る隊　　　　　令和2年2月1日

1．　・’”－li　　　　　集い
囲炉裏端でお茶を飲みながら、人生の体験麟

や軽鯵損、餅っきなどを行い、楽しく交流す

る場所でずb普から地域にあった手仕事の再

現や地域の食文化の探求も行う予定です

is・定期的に新大生による落語寄席を聞催

毎月第1～3水昭目　13：30～15：00

Fl上市有明地内　（鈴木医院瞬ノ

t
　。，ぷ

茶の閲代1人loe円

臨いろいろなイベントを予定しています

〔イペント等のときは別途参加費が必要）

どなたでもお気軽にお立ち寄リください

はっめの家担当　照部　080－1230－8010

名　　称

内　　専

開倍日
藤催時間

2豹．，ニワ＾”、’

お茶を飲みながら憩鮫

奥い　　・

むらかみ休餌、卓球数蛮、招旗笛

※ちやんこ錯の会、健康教貫あり

※茶の間終了後は穆動購買単が来ます

毎月第1～3水躍日

9：30～11：30

会　　場　　第1水曜日：塩谷中央公昆館

　　　　　第2水照日：松和町集会所

　　　　　第3水耀β：上地区隼会所

参加貴

対　　錦

鷹合せ先

柄料

塩谷区R

塩谷区（瀬賀秀雄）

電語　　56　　6884

G　，

憲の内外の簡単な鯵理傍揃、器具取瞥

買い物代行（依頼を受けた品物の代理賭入｝

※原則2随筒を超える作勇tはしない

時

時

随
随

塩谷区民

有償ボランティア（科金未定｝

亥作業にかかる材料貴は実費負担

th谷の茶の間（瀬賀秀雄）

rtsza　　66・6B84

名　　称

内　審

騨催日
翻催悶間

埼・囁所

対　　象

料　　会

問合せ先

7 一
％

公的サービスの対象でない軽易なサービス

ちよっとした囲リごと

　ゴミ出し、頁い物、見守り

　話し相手、灯油入れ、食事作り

　掃除、通院の付き添いなど

方本人の生活に闘わるサービスのみ

月曜日から金曜日

8：3e～17：00

村i市内

30分　200円

※利用チケットを購入Lてください

※原則2時間以内

村上市社会禍祉協議会　地域襯祉線

竜話　　62－7757

3　　　　’　　　　　．．

お茶欺み会

昼食会（持ち寄り弁当）

お出かけ

作品作り〔牛乳パックで作る鰭貨など戊

毎週月騒圓

10；00～15：30

村上m牛慶723

集い

どなたでも

1人：1ヶ月1，0DO円

名　　称

内、容

願倍日
閲催時聞

会　　場

参加鏡

鈴木トキ子

電話　66　54T7

「対1　象
Pt合tt先

4 ド 集い

お買い物

店内以外の商品の手配

配遅　※塩谷地内のみ

困りごと相談など

毎迎火曜日、金曜日

9：0D～17：00

村上市内塩谷

ぎょぎよかいめでたや

　　　蘂／x甥　　「

　　　彩
ぎよぎよかいめでたや

電話　62－7273

　　㎏嘘　　　　1　’、

　　’　　　　　　「

　　　　　　／／

　阿部久美子

090－2435－5S80

8　　　　　　　・蕎

麗薬等に関する相談対応

介謹に間する相談対応

葵劃師による在宅肪問指覇

その他の掘談対応

月量窪日から金曜日

ぷただし、木曜日

土曜日

ラベンダー寮周

名　称

購

内　　容

9『00～17：30

9：eo－－17；OO

9’OO－－12：00

村上市有明s49－3〈葬ホ医院隣）

”’ va診療

フベンダー薬局

題話　60－1311

闘催日時

堪　所

蒋　、☆

問合せ先

9　，　．

服奴等に間する相談対応

介獲に閲する相鮫対応

薬剤薗による在宅訪問掲導

その他の相談対応

月醒日から金曜日　9；OO～18：0D

±曜臼　　　　　　　　　　8：30～12：30

かみはやし爾剤薬局

村上市北新保680－7（澤田医院麟）

保険診療

かみはやし錆斎珪購局

電話　　66－8SS8

10　　　…’

食料品の移動販売

宿田：月曜口・木躍日

福　田：火曜日・金躍日

小岩内：火曜日・金曜日

牛　屋：火昭日・金曜日

無不定期で休みあり

14：00－一

ユ4；30～

三3．00～

15：00－」

巡　　名　称

　
ト
ぱ畿

　
　
　
騒

　
砧

　

智

〉

　
げ鐸弊

嘩

嚇香甑ま《黛：

内　　容

開催口蹄

会　　婿

問合せ先

1

食料品の移動販売

牛屋：毎週水曜日

七湊：毎週水蹴日

北新保：毎避水躍日

塩谷：水憲日

」
〉 ～

　　（第1・第2・鏑3のみ）

平林：毎週木曜日

松沢：毎週木寵日

襲村上トラベルサTffビス

燈話　62－6330
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令和元年度まちづくり活性化情報収集事業

地域　名

事業名

開催日
参加人数

神納地域

防災等の研修会の実施

令和1年7月13日

23名

事業内容 　住民の防災意識の向上と、地域の安全安心な社
会を目指す取り組みとして、長岡市と小千谷市へ
視察研修に行ってきました。

峯

⊆

　　　　　工

＿癖←

’ 蕗難心・
〉　　　　　　　　　　綿

ご聯〉
’

警　　メ

　　　A　誓つ騨
・ 　　　””癬㌘

　，　　　海㍊　　彩

轍

1磯

購

シベ　

念戸噸

ぼ
籔

無
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令和元年度連携事業

地区名

事業名

開催日
参加人数

神納地区

神林地区敬老会

令和1年6月15日

神納地域（129名出席）

事業内容 　神林地区敬老会に出席されました敬老者に、お
祝いのお菓子の提供とお世話をして喜ばれまし
た。

1，⊇灘織叢畷灘還圃
置コ　医週

F・嚇轡
一 響・哨＄

　　　　♂曝　3

いジヨぼ3騰い凛凛

璽磯謬建芦

k藁s　猿爆謬貸9．

⊇鐘麟趨轟欝輪繕轡

　
　
　
　
　
　
　
ぱ

ず
㍗
．

㍍

　
蚕

ゼ

錺裟，勇2・
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令和元年度連携事業

地域　名

事業名

開催日
参加人数

神林地区

まちづくり活動推進研修

令和2年2月2日

35名

事業内容 　地域間の連携を図っていくことを目的に、
「小・中学校統合におけるまちづくり協議会の連

携」　「関係人口創出・拡大事業」について研修会
を実施しました。

懸ヤ〆熟，

　　ぺ　　　Ptt

繍掛

暴
ぷ

　
　

　

麟
　
ぷ
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ド
絃
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，
蒙
ー
磁
養
ぱ
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㌻
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∧
熱
∨

徽
磁
、

、

濠
∴

必
疹
〉

q※”い蘂守㌻、　s

あグ　　・
彩　　　〉　。

i　　㍉

　　」
、　ttt＝ξ

濠鐵ぶ
じてく

いぶぺ∴べ。ζ傑轡羅

∵襟
シ

轟論一一

さ

草
鉱
㌔
鞭

麟瀞
麟

　癒，　ダ　・

辮ぽ違
　　疹二　妥　　藁
　シ／　　、
　　薮　㍉

“雀

P｝　　　　・舗 wM　　　・　似滝＼．
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誕
轟

纏
灘
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ベ
シ
ぐ
ハ
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ぐ

ジ
な
シ
が

鍵
鶴
慧

灘

盤
〉
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令和元年度連携事業

地域　名

事業名
神納小学校

神林中学校

神林地区

小中学校との連携事業

令和2年ll月IO日

令和1年9．月7日

事業内容 　アPTA、神納小学校閉校記念事業実行委員会と
連携し、閉校記念もちつき大会を協力しました。
　イ神林中学校開校記念体育祭時に、ハルーンリ
リース等の協力をしました。

箕璽

ag’ew・

　豪
　　》曝

　　　無紳
二∨鴫⊇

i　㌧罐
∀　ぺw　　　継

耀響

　　　　　　ぎ

　　tlth　m　thび　　ヰit

－Wh躍撫∴ご

　　　製

欝

鰯

ね

轡聯綬霧鷺▲

匙ぷ

、，漣灘＝

辮

㌘

35



神納地域まちづくり協議会

村上市神林支所地域振興課内

〒959－3492

村上市岩船駅前56番地

電話・告知端末：66－6122（直通）

FAX：66－6110


